
平成２６年４月から育児休業手当金の支給額が引上げとなります 

 

引上げの内容について 

◆ 引上げ前は、育児休業を開始した時から、対象となる子が１歳に達するまでの間は、

１日当たり、給料日額の１００分の５０が支給されました。 

◆ 引上げ後は、育児休業を開始した時から、対象となる子が１歳に達するまでの間のう

ち、育児休業を開始した時から１８０日に達するまでの間は、１日当たり、給料日額の

１００分の６７が支給されるように引上げされました。 

 

対象となる方 

◆ 平成２６年４月１日以降に育児休業を始めた組合員の方です。 

◆ なお、平成２６年４月１日より前に育児休業を開始しており、その後いったん復職し、

再度、平成２６年４月１日以降に育児休業を始めた組合員の方は対象となりません。 

 

引上げの具体例（給料が３０万円の方の場合） 

◆引上げ前（例） 

 

 給料日額＝３０万円×１／２２＝１３，６４０円 

 支給額（支給対象日の１日当たり）＝１３，６４０円×５０／１００×１．２５＝８，５２５円 

 

◆引上げ後（例） 

 
 給料日額＝３０万円×１／２２＝１３，６４０円 

 支給額（支給対象日の１日当たり） 

①休業開始から１８０日間＝１３，６４０円×６７／１００×１．２５＝１１，４２３円 ※１ 

（※１ 給付上限相当額１３，００１円を超えた場合は、この額が支給額となります。） 

②残りの期間＝１３，６４０円×５０／１００×１．２５＝８，５２５円 ※２ 

（※２ 給付上限相当額９，７０２円を超えた場合は、この額が支給額となります。） 

 

※ 手続き等の詳細につきましては、各支部の担当者までお問い合せください。 

～組合員のみなさまへ～ 


